














1.研究目的

今回の課題で、もっとも重要なものは、現在全国的に実施されているマススクリーニング

で、全国的な精度管理が確立されていない、先天性副腎過形成症(以下 CAH と略)スクリー

ニングと、神経芽細胞腫スクリーニングの、精度管理の研究であり、研究目標としては、

この両者のスクリーニング精度管理法の確立が最重点目的である。

それと共に、マススクリーニングの精度管理全般についても、現状を分析し、改良すべき

点、あるいは問題点についての研究を行うことも一つの研究テーマとして取り上げた。

研究協力者は、次項に述べる如くであるが、目的設定、あるいは、研究方向の設定の過程

の中で、多数のスクリーニング担当者、あるいは、マススクリーニングの研究者の方から、

貴重な意見や、情報を頂いて来たのである。


